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ニュージーランド、ネイピア地域の土地利用、都市構造と港湾

植 村 善 博

〔抄録〕

Hawke's Bay is the eastern coastal area of North Island， New Zealand and 

has warm weather with long hour of sunlight and dry summer. Not only pastral 

ism but horticulture (fruit， viticulture， vegetable and those processings) are ex-

treamely dominant in this area. The largest twin town Napier and Hastings 

have about hundred twenty thousands population， but have frequently conflicted 

with local political and economic policy each other. 

Napier has large commercial center， administrative offices and trading port. 

From view point of regional geography， the author made c1ear the land use 

and development of horticulture in Heretaunga Plain， urban structure and com 

mercial function of downtown Napier and oversea trading of port of Napier 

キーワード ネイピア、土地利用、都市構造、貿易、ニュージーランド

はじめに

ニュージーランド、ホークスベイ地域は北島中東部に位置し、環境や経済活動画で極めて個

性的な地域を形成している。伝統的な牧斉業とともに園芸農業や林業が盛んなこと、港湾を有

するネイピアおよび内陸の農業中心へイステイングスの二都市が競合関係をもつことなどを指

摘できる。本地域の産業と都市の発展過程、その特異な地域特性を明らかにすることは、ニュ

ージーランド地域研究の重要な課題である (1)(2) (3)。また、本地域は観光コースから外れてい

て日本人の関心はうすしその地誌的特色を研究・紹介したものはほとんどない。しかし、日

本との経済関係は深く、もっと注目されてよいと考える。本稿では、 1)ホークスベイ地域の

土地利用と産業の特徴、 2)ネイピアの発展と都市構造、 3)ネイピア港の貿易関係について

報告する。
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1 .ホークスベイ地域の地理的環境

1 )自然地理的条件

ホークスベイ地域は北島東南海岸に面して南北に長くのび，変化に富む地形と温暖な気候で

特徴づけられるo それらの環境が農業、牧畜業、林業などの経済活動を支える重要な条件とい

える。図 1 は本地域を南方上空からみた地形烏轍である (4)。海岸から幅20~50凶にわたって

丘陵地形がひろく分布する。丘陵は主に石灰岩に富む鮮新~更新世の海成層から構成されてい

図1ホークスベイ地域の鳥撤回 (Henderson1934による)
Figl 8ird's eye view of Hawke's bay area 

る。これらは構造的に摺曲

一スラスト帯に属し、付加

体斜面の構成物と考えられ

る。また、摺曲構造を反映

した東傾斜のホッグパック

地形が南北に連続的に並走

している。一方、沖積低地

はツタエクリ Tutaekuri

川、ナルロロ Ngaruroro

川、ツキツキ Tukituki川

によって形成されたへレタ

ウンガ Heretaunga11&:1'也カす

最大で、この中央にへイス

ティングスが位置している。

海岸は強風と沿岸流の強い

影響下にあり、海食崖や砂

州の形成が顕著で平滑な海

岸線が発達する。砂川、|によ

りラグーン化したアフリリ

Ahuriri湖は1931年ホークスベイ地震による地震性地殻変動により隆起し、大部分が干陸化し

た(5)。このため、国営干拓事業が実施され1937年までに大部分が牧草地に変じた。西部は高

度1000~1500m に達するカウェカ Kaweka、マウンガハルル Maungaharuru などの急峻な脊

梁山脈が連なっている O

つぎに、気候条件を検討してみよう。西端を限る高度1000~1700mの脊梁山地の存在が強い

偏西風をさえぎるため、年間を通して温暖で日照時間の長い安定した気候をなす。図 2 にネ

イピアのクリモグラフを示す(6)。本市は南緯39.5
0

にあって秋田市のそれに近いが、年平均気

温は約13T、年降水量は約850mmであるo 月最高気温は 1月の30.8
0

C、最低気温は 7月の一
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3.3
0

Cで、年較差は約34
0

Cになる。一方、

降水量は夏季11、12月、 3月は少なく乾燥

し、冬季の 6~7 月は比較的湿潤で、地中

海性気候の特徴を有する。乾季には早魁に

よる被害が発生することもある。

2 )土地利用と園芸農業

本地域最大の農業地域をなすへレタウン

ガ低地中央部の土地利用を検討してみる。

図3は1999年の地形図を2002年撮影の空中

写真により修正したもので、牧草地、果樹

・野菜園、ブドウ園を区別している。図 3

を1970年代の土地利用(1)と比較すると、

気
温

陣
水
量3日℃

20"C 

10・c

80 

60 

40 

20 

図2 ネイピアのクリモグラフ

(Ministry of Works， 1971より作成)

Fig2 Monthly temperature and rainfall of Napier 
タラデー/レの東・南部の広大な牧草地が半

分以下に減少し、果樹・野菜園やプドウ闘に変わっていること、全域的にブドウ園が拡大して

いることを指摘できる。本低地は多様な肥沃土壌に恵まれているが、かつては洪水の頻発する

氾濫地帯で低湿地が点在していた。開発にあたり流路の付替えなどを実施し、 19世紀後期以降

生産性の高い牧畜地帯に改変された。 1920年代からは輸出用果樹栽培が盛んになった。樹種は

土壌の性質に強く影響されるが、排水路の掘削や有機肥料・化学肥料の投入により栽培面積は

拡大していった。 1950年代以降は果樹に加え野菜栽培が活発になり、最大の園芸農業地帯に発

展を遂げている。

果樹栽培はオーストラリア移民により開始され、 1930年代にはネルソン地域とならぶ代表的

な果樹栽培地域に成長した。 強い西風、北風に対して作物を守る防風林が外周を取り巻く特有

の農地景観をなす。 1950年代以降、果樹の多様化と野菜栽培が本格的に進み、有数の園芸地帯

となり、ブルーツボール、またはブルーツ・ベジタブルボウルとも呼ばれる。 2004年の園芸用

農地の面積は19，176ha、うち果樹が59%、野菜が41%を占めている。果実としては pip fruit 

のリンゴ、ナシが中心で、とくに前者はNZ生産の半分、後者は 4割を産する。また、モモ、

ウメ、アプリコット、ネクタリンなどの stone fruitも多く栽培されている。野菜類はカボチ

ャ(大部分は日本向け)、アスパラガス、トマト、スイートコーンなどを主とする。果実・野

菜とも青果として出荷されとともに、缶詰や加工食品の原料として大量に利用される。加工部

門では1930年へイスティングスに創業されたワッテイ社がパイオニア的存在であり、本地域の

繁栄を牽引してきた。ジャム製造から始め、今では缶詰および加工食品業の中心だ。最近、ハ

インツ社の系列れこ入ってハインツーワッテイ社となり、日本にも多量に輸出されている。

1980年代からワインプームが波及してきた。 1996年に1，794haだったブドウ闘が2005年には
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ー牧草地

Eヨブドウ?
果樹・野菜園
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図3 へレタウンガ低地の土地利用 (1999年の地形図および2002年の空中写真による)
Fig3 Land use of the Heretaunga plain 2002 

(compiled from topographic map 1999 and aerial photo 2002) 

4，249haと10年間に約2.4倍に増加した。その結果、シャルドネ種を中心に生産量は30，429t 

とマルボロ地方に次ぐ第 2位の地位に上昇した (7)(8)。ワイン醸造は1851年にカトリック系マ

リア協会の司祭らが儀式用にぶどう酒を作ったのが始まりで、これは今日の MissionWinery 

に引き継がれ、 1895年には商業化に成功した。 1980年代に38を数えたワイナリーは2005年には

66に倍増し、大手の Montanaや Corbans社に対抗して個性的なワインを売り物にするものが

多い。この地域では果実の収穫期(夏季)には臨時雇用される数万人の季節労働者が流入する。

なお、図 3には鉄道線路沿いに、北からアワトト Awatoto(肥料工場他人ファカツ

Whakatu (冷凍食肉工場他人トモアナ Tomoana(缶詰・加工丁会場)に形成されたコンパク

トな工業集積地区を示す。
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道に沿って分布する O 西から東へ、ワイロア Wairoa(雇用数600人)、プアカツ Whakatu

(620人)、タカパウ Takapau(1200人)、オリンギ Oringi(750人)、フィルデイング Feild-

ing (280人)、イマリー lmaly(730人)、ワイトタラ Waitotara(330)、ハウェラ Hawera

(600人)と並ぶ。ネイピアとシャノン Shannonには皮革工場がある。ピーク時の総雇用数は

5，820人に達する。これらは羊、牛、ヤギを扱う屠殺・処理施設を有し、大部分は冷凍肉とし

てネイピア港から海外へ輸出される(写真1)。また、 H本への牛肉輸出のほとんどを占めるo

1980年代、食肉産業の認可制が廃止され自由化された。このため、小工場が急増し、設備の古

くなった都市近辺の工場が閉鎖に追い込まれた。さらに、 1990年代からは有力な生産者所有企

業が積極的な吸収合併を実施し、現在はAFFCO系と PPCS系の 2社系列による寡占状況

を示す。

2 .ネイピアの発展と都市構造

1 )ネイピア・へイステイングス都市圏の人口変化

本地域を代表するネイピアとへイスティングスは5.5万人および6.9万人の人口 (2001年)を

有し、双子都市または双核都市圏を形成する。約20kmの距離に 2大都市が並ぶ例は、オークラ

ンドや首都圏を除くと特異な存在といえよう。この地域の生産性と経済活動の高さを反映する。
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図5 ネイピアとへイステイングスの人口変化
(1921~2001 年、 New Zealand Official Year‘bookより作成)

Fig5 Population of Napier and Hastings between 1921 and 2001 

6 

1920年~200l年間の人口変化を

みてみよう(図 5) 0 1950年以

降の順調な増加の中で、最大の

変化は人口の逆転現象である。

ネイピアの優勢は1951年まで動

かなかったが、 1961年以降へイ

スティングスの増加は著しく、

1970年代に追いこし、 2001年に

はネイピアを約1.5万人も上回

ってしまった (9)。前者が観光、

商業、地方行政を中心とする消

費都市に対して、後者は闘芸農

業と農産加工業の発展により経

済力が大きく成長した。

ネイピアは地域唯一の港湾を

有するのに対して、へイステイ

ングスは生産性の高いへレタウ
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ンガ低地の中心都市である。両住民

間には強い対抗意識が潜在しており、

政策や事業について対立することが

多い。ホークスベイ空港新設をめぐ

り両者の誘致合戦が繰り広げられ、

1963年にネイピア北方のアフリリ干

拓地内にやっと建設された。その見

返りとして、へイスティングスから

空港へ直結する高速道路が2003年に

完成した。本空港は2004年に総乗降

客数が350万人に達し、過去 3年間

で45%の増加をみている。 1998年に

ネイピア病院が閉鎖され、へイステ

イングスの病院に統合された。ネイ

ピア住民の不満は大きく、高齢者の

通院が困難になっている。さらに、

数年前の選挙では両者の併合が争点

となったが、へイスティングスでは

賛成派、ネイピアでは反対派が多数

を占めたという。

つぎに、両都市圏における人口増

減を検討する。図 6には1981年~

2001年の20年間の統計区ごとの人口

増減率を示すO[) ネイピアではヒ

ルと南部のプリマイ、オネカワなど

4
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図B ネイピアとへイステイングス都市圏の人口増減率
(1981~2001 年、 Census1981 および2001 により作成)

Fig6 Increase and decrease rates of population of the 
urban area of Napier and Hastings between 1981 
and 2001 

で減少が著しく、南部のグリーンミドウやタラデールで増加が著しい。一方、へイステイング

スの中心部やブアカツの工業地域などで減少し、北西部の道路にそうブラックスメールやキン

グスレイ、ブリッジパなどの北郊で大きく増加した。両都市とも古くからの住宅地区で高齢化

と郊外への転出による減少が生じ、ネイピアとへイスティングス聞の結節地区での増加が著し

い。近い将来に両市街地は連続すると予想される。

2)ネイピアの発展と都市史

ネイピアは低湿地と池沼からなる居住には不適な土地環境である。しかし、経済の発展とと

もに埋立や干拓工事を進め、今日の都市域が形成されてきた。図 7は居住開始期の1865年頃の
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図 1840年頃のネイピア周辺の古地理
(Department of Survey and Land Informationによる)

Fig7 Palegeography of the Napier and 

surroundgings in 1840 

古地理図である。海中に浮かぶシ

ンディ島を中心に南と北から延び

る細長い砂州、|がこれを結んでいる。

南側のものが長く、島をトンボロ

化している。北側には短い砂鳴が

あり、小規模なラグーンを伴って

いた。一方、北から南へ延びるウ

エストスピッツの内但リにアフリリ

湖が存在し、幅約500mの切れ口

により外海と通じていた。ここは

インナーハーパーとよばれ、波静

かで嵐の避難や風待ち所として利

用されてきた。数少ない港湾であ

ったため、小さなアイアンポ←卜

港から、やがて本格的なアブリリ港へと発展していく。アフリリ湖は南北約 9km、東西約 4km 

の長方形の水域をもち、大部分は水深 2m以下の皿状の湖底地形をなしていた。南部にはツ

タエクリ川が流入し、広大な泥質の三角州性湿地が形成されていた。これを地形改変して市街

地が拡大してきたわけである(図 7)。かつて、馬車駅のあるタラデールへは船で渡航してい

たが、 1872年に両者聞を結ぶ道路が完成した。市街地はその後もしばしば水害による被害を受

けた(12)。シンディ島は高度100m以下の丘陵で、今日では東部のプラフヒルと西部のホスピタ

ルヒルに分けられる。その周縁部は急斜面で直接水域と接し、南東端の三角状の低地以外にま

とまった居住可能地はなかった。このため、ここにタウンシツプが設定され、ネイピアの中心

地として発展してきた。平坦地に乏しく、市街地は南に接する低湿地や池沼を次々に埋立て拡

大してきた。鉄道線路より南西側の土地はすべて埋立地か干拓地であるが、用地不足は深刻な

問題であり続けた(13)0 1851年政府のマックリーン (McLean) はホークスベイ地域の大部分を

構成するハプク、アフリリ、モハカの広大なブ、ロックをマオりから購入した。ついで、ドメツ

トらは1852年、 1854年に測量調査を実施し、シンディ島南部の低地にN70
0

E方位のタウンシ

ツプ(東西約500m、南北約300m)を設定した。この区画は1855年以降ウエリントンで売り出

され、 1858年には343人の居住者が認められるo 町は商業、流通・貿易、加工業に関係する経

済活動の中心地となって繁栄し、ホークスベイ地域最大の都市となった。 1874年に borogh、

1950年 3月には cityを称するまでになった(12)。本地の地名の表記にはインドに由来するもの

が多い。ネイピアの名はドメツトにより 1853年に没したインド総督 SirCharles N apierから

とられ、さらに当時のインド趣味から政府はクライブClive、へイステイングス Hastings、ハ

ーディングス Hardings、ハプロック Havelockなどの人名や地名を採用した。一方、道路名

- 8ー
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として、プラウニング Browning、ディケンズ Dickens、エマーソン Emerson、サッカリー

Thackeray、シェクスピア Shakespeareなど英国文人名に因むものが多い。

3 )ネイピアの都市機能

ニュージーランドでは都市機能の地域分化が顕著でトある。本市の都市機能と構造を把握する

目的でパーマストンノースの事例と同じ手法(8)で調査をおこなった。その結果が土地利用と

機能地域を示す図 8である。 CBD地区がプラフヒル南端の|日タウンシップに一致し、丘陵と
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図 B ネイピアの機能地域 (Cityof Napier2005および2005年 8月の調査による)
Fig8 Functional areas of Napier in 2005 

南部の低地帯は住宅地区、西部に工業地区、北部には港湾地区が分布する ([4)。

CBD地区はシェクスピア通とへイスティングス通との接続部およびこれに直交するエマー

ソン通を軸に発達しており、銀行や商庖、サービス機能、公的機関が集中する o また、この西

と南をとりまいて商業地区が分布する。ノfッカンセイブ、ウールワ←ス、カウントダウンの 3

大型スーパー屈は西側のサッカリ←通とディケンズ通との交差部付近に集中、競合しているo

また、自動車販売・修理応は西部のサッカリー通に集中する。 CBD地区lこは 3階以上の建築

物が19棟分布し、うち 6棟は 5階建の高層である。本地区では1931年地震により壊滅的な被害

を受けたことおよびアールデコ建築景観の保護を考慮して、新建築物の高さを約10m以下に
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ニュージーランド、ネイピア地域の土地利用、都市構造と港湾(植村善博)

コンクリートの防波堤と埋立地を作る難工事となった。両港の存続をめぐる町を二分する対立

が生じたが、 1931年のホークスベイ地震によって決着したOS)。すなわち、地震に伴う地殻変

動によりインナーハーパーは約1.5mも隆起し、水深を減じた。このため、これを改修利用す

る案は廃棄されたのだ。地震前のプレークウオータ港建設はまさに幸運で、軽微な損傷ですみ

正常に機能を継続した。このため、ゲッディス Geddis(1939年)、へツリク Herrick(1943 

年)、ヒッギンス higgins(1960年)、そしてカークパトリック Kirkpatrick(1967年)の各埠

頭が続々と増設された(図 8)。現在、大型コンテナ船が着岸できるよう水深llmを維持して

いるが、毎年波深が不可欠であるという(写真 3)0 2005年に港湾関係の総雇用数は約2200名

に達している。

2 )貿易活動

ネイピア港の1983年~2003年の貨物取

扱量の変化を図10に示す。この20年聞を

通じて積出量は荷揚量の 2~3 倍に達し

ており、第一次産品輸出地域の特徴を示

す。この聞に荷揚量は68万 tから100万

tへ漸増したが、積出量は140万 tから

320万 tと2.3倍に増大した。また、 1990

年頃と2000年頃の 2[6Jの急増期が認めら

れる。つぎに、 2003年の貨物品目別の比

率を図11にみてみよう(16)。荷揚品では

肥料が約半分を占め、残り 25%は石油関

万 t

300万 積出量
expo此

万 t

300万

200万ト / ¥ / →20日万

荷揚量
附 lport

100万卜 ，.-~串『・-1100万

、~ ， 
¥〆
九、.............--..........'

i 

FV44V  Y 

連品である o 肥料はナウルと北アフリカ 図1日 ネイピア港の1983~2003年の貨物取扱量の変化
からのリン鉱石で、アワトトの工場で製 Figl0 Tonnage handled at Port of Napier 

品化される o 一方、積出品で

は原木・パルプなどの木製品

類が約 8割をしめ、圧倒的優

位を誇る。ついで、果実・野

菜など生鮮農産品、肉類、加

工食品と並ぶ。木製品類はパ

ンパック Panpac社からの出

荷品がほとんどだ。ネイピア

港の北方約20kmのフリナキ

Whirinakiに1973年開業した

荷揚品の比率

between 1983 and 20日3

一般貨物1

石油・石油製品
25% 

8% 
加工食品

肉類

積出品の比率

図11 ネイピア港の叩例年の荷揚品・積出品の構成比

(Port of Napier 2004による)

Figll Composition of cargo handled at Port of Napier 2日04
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ニュージーランド、ネイピア地域の土地利用、都市構造と港湾(植村善博)

年以降は韓国、中国、インド向けが急増しており、 2003年に日本の比率は26%にまで低下した。

しかし、アジア全体では62%を占め、最大の市場となっている。また、アメリカ向けは約 3倍

に増加した。一方、英国などヨーロッパ諸国およびオーストラリア向けは減少傾向にある。こ

のような変化はニュージーランドの太平洋圏重視の政治経済状況を反映したもので、今後もそ

の傾向はいっそう強まると予想される。

まとめ

1 )へレタウンガ低地における土地利用と園芸農業を検討し、牧場から果樹・野菜農閑、ブド

ウ園への転用が著しいこと、ワイン産業の著しい発展について考察した。

2 )ネイピアとへイスティングスの両都市人口と産業を比較し、 1970年代に人口逆転が生じた

こととその理由を明らかにした。

3 )ネイピアの機能地域の分布と構造を明らかにし、 CBD地区の業種分布から都心の特徴と

機能分化の状況を示した。

4 )ネイピア港の発達と貿易状況を検討し、日本およびアジア地域の重要性が増大しているこ

とを明らかにした。
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